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               審   査   の   要   旨 
 
本論文では、乾季と雨季に特徴付けられるモンスーンアジアの水利用形態を有するチャオプラヤ川流域を
対象に、洪水と農地水利用の相互作用を明らかにし、さらにそのモデル化の試みを行っている。ここで開発
されたシームレス一体型解析モデルは、水田水利用が主体のアジア地域で初めて、すなわち畑地水利用が中
心である他の地域的特徴を考慮すれば世界で初めてその開発を試みたところに特徴がある。さらに、対象流
域に代表されるような大流域を一体で解析した研究は世界中のどこにも例がなく、その点でもユニークな研
究成果との指摘があった。また、最終的なモデルの適合性には若干の改善が必要なことや、今後とも継続し
たモデル改善の余地は残っているものの、洪水と農地水利用の連続解析の必要性を示し、その解析アルゴリ
ズムが提案できたことなどは独創性に優れた研究成果であると評価された。 
 
平成27年 5月28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
